
景観条例を施行し、景観計画を立案した宇都宮市では、景観まちづくりが本格的に

始動しています。本シンポジウムでは、バーチャルリアリティという景観まちづくりに

おける合意形成の具体的な手法を学ぶとともに、景観形成重点地区の候補である

西口大通り沿線景観のあり方と具体的な実現方策を検討することをめざします。

２００９年５月２４日（日）　ｐｍ１：３０～ｐｍ４：3０
会場：宇都宮市中央生涯学習センター　［ 501小ホール］　住所：中央1丁目１－１３　　電話：028-６３２-６３３１

うつのみや人・街・景観フォーラム／宇都宮大学陣内研究室共催・連続シンポジウム第2弾

【一部】　基調講演　ｐｍ１：３０～２：３０
「景観まちづくりとバーチャル
リアリティ（VR)の可能性について」

【二部】報告
（１）ｐｍ２：３０～３：００
「西口大通り景観づくりの方針案について」

（２）ｐｍ３：００～３：２０
「市民調査から見えてきたこと」

パナソニック電工株式会社　
中央エンジニアリング綜合部
環境計画推進グループ
長濱 龍 一 郎氏

宇都宮市　都市開発部　都市計画課
都市景観グループ　大根田 厚史氏

うつのみや人・街・景観フォーラム

　　【三部】　

意見交換　ｐｍ３：３０～４：３０

「 意見交換　～西口大通り

景観づくりの実現に向けて～ 」

“美しい街うつのみや”をいっしょに考えてみませんか？

★入場無料

★申し込み不要

★お問い合わせ

宇都宮大学陣内研究室

028-649-5366


